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１．はじめに 

日本の交通渋滞状況は，高度道路交通システ

ム ITS(Intelligent Transport Systems)，公共交

通機関の充実と交通渋滞に関する各種施策によ

って部分的な効率性は改善されている．それで

も，交通渋滞は発生する．情報技術の進化によ

って「ワイヤレス通信の高速化・大容量化」，

「スマートフォンの計算能力の超高速化」，

「M2M(IoT)の社会的普及」を活用することで交

通渋滞の発生をさらに少なくし，社会に優しい

交通管理システムの再構築を求められている． 

現状の交通シミュレータは交通量のみのシミ

ュレーションである流体モデルが使われており，

実際の交通で発生する様々の環境が考慮されて

いない． 

 
 

図１ データ統合の概念図 

 

本研究では，交通シミュレータへ交通に影響

する気象情報と災害情報などのデータ統合の実

装について述べる．研究の最終目標は水平統合

型Ｍ２Ｍ(Machine-to-Machine)の異業種のサー

ビスを業種横断的に接続する方式の実現を目指

す．図１にデータ統合の概念図を示す．従来の

交通シミュレータにない気象情報と災害情報を

交通シミュレータにあたえて交通シミュレータ

の実際の降雨，災害時まで考慮した交通シミュ

レーションするため，気象情報と災害情報を実

装する．交通シミュレータはこの情報から実際

の 車 速 ， 車 間 距 離 ， 通 行 制 限 な ど を 

考慮し，より精度の高い交通シミュレーション

を行う． 

 

 

 

本研究では交通シミュレータは限られた交通

インフラの中で，各種情報を ICT 技術で活用して

最大限の効率を見出すことにある[1],[2],[3]． 

 

２．交通に影響する気象情報と災害情報のデー

タ統合 

本研究目的は従来の交通シミュレータになか

った気象情報と災害情報を交通シミュレータに

あたえる．交通シミュレータの実際の降雨，災

害時まで考慮した交通シミュレーションするた

め，気象情報と災害情報を実装する．交通シミ

ュレータはこの情報から実際の車速，車間距離，

通行制限などを考慮し，より精度高い交通シミ

ュレーションを行う．  

降水量は気象庁から「高解像度降水ナウキャ

スト」で提供されている．この降水量は 250m の

メッシュの地理空間データで提供されており，

交通シミュレータは緯度，経度から該当データ

の抽出ができ，容易に扱うことができる． 

災害情報は気象庁の「土砂災害警戒情報」で

提供されている．しかし，「土砂災害警戒情報」

は市町村の自治体が防災対策に活用し，避難勧

告の判断基準となっているので市町村名の領域

表記のため，交通シミュレータは車両位置を示

す緯度，経度での処理が困難である．この問題

解決には，気象庁の「土砂災害警戒情報」を入

手し，領域表記から「高解像度降水ナウキャス

ト」と同様のメッシュの地理空間データに変換

する．災害情報であるので 5Km のメッシュに変換

し，交通シミュレータは車両位置を示す緯度，

経度での処理が容易にできるようにする． 

 

３．気象情報の地理空間データ 

本研究では交通シミュレータが扱い易い気象

情報の形式にすることであり，気象庁からの気

象情報の提供データは国際気象通報式 FM92 GRIB

二進形格子点資料気象通報式(GRIB2)であるた

め，多くの気象データの中から，降水量を抽出

するには，気象の専門家でないと扱うことが困

難であった．その気象データの中で降雨量デー

タだけを抽出し，フォーマット変換することで

交通シミュレータは緯度，経度から該当データ

の抽出ができ，簡単に扱うことができる． 

また，画像イメージを提供することは，デー
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タの検証が容易であり，気象の知識が少なくて

も検証が容易とできた．交通シミュレータは先

行研究である川崎らの災害時のリアルタイムア

ラート情報提供と比較し，一台一台の車の降雨

時の交通シミュレーションが可能となり，今

後，降雨時の渋滞が発生する仕組みを分析し，

降雨時の渋滞発生への課題を明らかにして課題

解決に使える[2],[3],[4]． 

  

４．災害情報の地理空間データ 

本研究では交通シミュレータが扱い易い災害

情報の形式にすることであり，気象庁からの土

砂災害の情報は気象庁の土砂災害警戒情報で提

供されている．ところが，土砂災害警戒情報は

領域表記データ（都道府県，市町村，独自細分

区分）形式のため，交通シミュレータは土砂災

害警戒データの特定が困難である．提供データ

は気象庁防災情報 XML フォーマット，ブロック

区分２（注意・警報等）ファイルである[5]． 

このデータは気象庁防災情報 XML フォーマッ

トであるため，多くの気象データの中から，ま

ず、土砂災害警戒データを抽出するには，気象

の専門家でないと扱うことが困難であった．そ

の気象データの中で土砂災害警戒データだけを

抽出しても，土砂災害警戒情報は領域表記デー

タ（都道府県，市町村，独自細分区分）形式の

ため，交通シミュレータは緯度，経度から該当

データが特定できない．そこで，図２に示すよ

うにその気象データの中で土砂災害警戒データ

だけを抽出し，地理空間データにフォーマット

変換することで交通シミュレータは緯度，経度

から該当データの抽出ができ，容易に扱うこと

ができるようになった

 
図２ 土砂災害警戒データのフォーマット変換 

 

また，画像イメージを提供することは，デー

タの検証が容易であり，気象の知識が少なくて

も検証が容易にでき，交通シミュレータが扱い

易い災害情報を提供できた．今後，交通シミュ

レータは，災害発生時の渋滞が発生する仕組み

を分析し，災害発生時の渋滞発生への課題を明

らかにして課題解決に使える．また，災害発生

時のための道路計画、効果的な通行止め箇所の

決定，災害発生時のルート案内など今後、スム

ーズに行う方式を検討するデータができた． 

 

５．おわりに 

現状では，個々のサービスが独立（垂直統合

型Ｍ２Ｍ）している．今後，異業種のサービス

を業種横断的に接続する方式（水平統合型Ｍ２

Ｍ）を研究する. 本研究はデータ形式を地理空間

データに統一することによって交通シミュレー

タおいて扱い易いデータ形式に変換することで

水平統合型Ｍ２Ｍを進めた． 

 さらに，スマートな社会を実現するシステムの

基盤となる水平統合型Ｍ２Ｍとアンビエント情

報社会について，水平統合型Ｍ２Ｍは，従来の

Ｍ２Ｍの課題を解決し，いつでもどこでもつな

がる（Network of Things）水平統合型Ｍ２Ｍを

実現するソリューションを提供し，さまざまな

データの分析・解析を実施するビッグデータを

備えることで，未来都市型のサービスであるス

マートシティ，スマートコミュニティに取り取

り組んでいく． 
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